
　
先
月
新
聞
に
「
県
内
北
部
の
企
業
組
合
が

事
業
発
展
と
高
利
配
当
を
謳
い
勧
誘
、
会
員

か
ら
多
額
の
資
金
を
集
め
破
綻
し
た
任
意
団

体
の
被
害
者
の
会
が
提
訴
」
と
の
記
事
を
目

に
し
た
。

　
弁
護
士
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
「
県
内
は
マ

ル
チ
商
法
や
投
資
詐
欺
の
被
害
が
相
次
い
で

い
る
。
訴
訟
提
起
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
」

と
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
被
害
総
額
は
一
億
五

千
万
円
。

　
こ
れ
に
先
だ
っ
て
昨
年
十
一
月
に
は
、
沖

縄
弁
護
士
会
長
名
で
「
投
資
詐
欺
的
被
害
に

対
す
る
緊
急
声
明
」
が
出
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
。

　
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
同
様
の
被
害
が
さ
か

ん
に
報
道
さ
れ
る
も
、
一
向
に
減
る
気
配
も

無
い
。
こ
の
よ
う
な
詐
欺
的
行
為
を
行
う
上

部
の
者
は
、
繰
り
返
し
関
与
し
た
者
が
多

い
。
回
を
重
ね
る
毎
に
勧
誘
は
巧
み
に
な

り
、
破
綻
し
た
団
体
と
の
違
い
を
強
調
す
る

（
難
解
な
説
明
で…

）
。
そ
し
て
説
明
を
求

め
れ
ば
求
め
る
程
、
相
手
の
術
中
に
ハ
マ

る
。
　
”
短
期
間
で
高
利
の
配
当
が
得
ら
れ
る
安

易
な
儲
け
話
は
あ
り
得
な
い
“
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
る
筈
の
私
達
が
口
車
に
乗
せ

ら
れ
、
被
害
に
遭
う
現
実
が
あ
る
。
そ
し
て

ま
た
、
味
を
し
め
る
と
被
害
者
が
加
害
者
と

な
り
、
紹
介
し
た
親
戚
や
友
人
と
の
親
密
な

人
間
関
係
の
崩
壊
を
招
く
。
さ
ら
に
多
額
な

金
銭
的
被
害
の
回
復
は
非
常
に
困
難
で
、
取

り
返
し
が
つ
か
な
い
結
果
と
な
る
。

　
緊
急
声
明
で
は
行
政
か
ら
の
地
域
住
民
へ

の
注
意
喚
起
、
警
察
等
へ
の
速
や
か
な
取
り

締
ま
り
等
、
積
極
的
な
対
応
を
要
望
し
締
め

く
く
っ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
は
某
マ
ル
チ
商
法
業
者
の
販
売

方
法
に
法
律
違
反
行
為
が
認
定
さ
れ
、
６
ヵ

月
の
業
務
停
止
命
令
が
出
た
。

　
早
速
、
当
該
業
者
関
連
の
相
談
が
入
っ
て

来
た
。

事
例
①
二
十
代
男
性

：

一
年
前
、
高
校
時
代

の
友
人
か
ら
「
確
実
に
収
入
が
入
る
」
「
絶

対
に
損
は
さ
せ
な
い
」
「
契
約
し
た
五
十
万

円
は
ス
グ
に
元
が
取
れ
る
」
等
と
勧
め
ら

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
機
を
購
入
し
た

上
で
販
売
権
利
の
契
約
を
し
た
。
し
か
し
当

初
説
明
さ
れ
た
収
入
も
無
い
。
端
末
機
は
使

用
し
て
い
な
い
の
で
、
返
品
し
解
約
し
た

い
。

事
例
②
二
十
代
女
性

：

友
人
が
「
知
人
を
誘

え
ば
儲
か
る
」
と
先
輩
に
誘
わ
れ
、
マ
ル
チ

商
法
を
始
め
た
。
友
人
は
す
っ
か
り
信
じ
込

み
、
相
談
者
が
い
く
ら
注
意
し
て
も
「
他
の

マ
ル
チ
と
は
違
う
」
と
言
っ
て
話
を
聞
い
て

く
れ
な
い
。
辞
め
さ
せ
た
い
。

　
事
例
①
で
は
、
相
談
者
に
契
約
に
至
っ
た

経
緯
（
絶
対
に
儲
か
る
と
の
虚
偽
の
説
明
）

と
、
取
り
消
し
を
希
望
す
る
内
容
の
文
書
を

業
者
に
送
付
し
、
解
約
交
渉
を
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
事
例
②
に
お
い
て
は
、
マ
ル
チ
商
法
の
問

題
点
を
伝
え
、
粘
り
強
く
説
得
し
、
本
人
に

自
覚
を
促
す
こ
と
し
か
無
い
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
安
易
な
儲
け
話
に
耳
を
傾
け

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
「
聞
く
だ
け
な
ら…

」

が
危
険
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
！

消
費
生
活
専
門
相
談
員

お
友
達
を
紹
介
す
る
だ
け
で
儲
か
る
っ
て
本
当
？

　
西
原
町
立
図
書
館
町
史
編
集
係
で
は
、
現
在

「
資
料
に
み
る
西
原 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
」
を
編
集

す
る
と
同
時
に
、
町
内
の
歴
史
資
料
（
古
写
真
・

地
図
・
文
書
な
ど
）
の
収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
西
原
町
の
産
業
の
中
心
で

あ
っ
た
製
糖
、
特
に
戦
前
の
製
糖
工
場
や
試
験

場
地
に
関
す
る
こ
と
を
時
代
ご
と
に
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
、
農
商
務
省

は
沖
縄
県
の
糖
業
振
興
の
た
め
、県
庁
内
に
「
糖

業
改
良
事
務
局
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
翌

年
、
十
一
月
一
日
に
局
舎
を
西
原
の
我
謝
に
移

転
し
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
同
局
の
附
属
工
場
が

完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
敷
地
は
約
一
五
五
〇
〇

坪
の
広
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
試
験
地
や
栽
培
地
が
約
一
二
〇
〇
〇

坪
、
残
り
の
三
五
〇
〇
坪
に
官
舎
一
〇
棟
と
製

糖
工
場
、
事
務
所
や
道
路
が
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
製
糖
工
場
の
煙
突
は
九
〇
尺
（
二
十
七
㍍
）

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
十

二
）
年
に
は
沖
縄
県
で
初
め
て
分
蜜
糖
の
製
造

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）

年
、
政
府
は
「
目
的
を
達
し
た
」
と
い
う
理
由

か
ら
糖
業
改
良
事
務
局
を
廃
止
し
、工
場
は
「
沖

縄
製
糖
株
式
会
社
」
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
工
場

以
外
は
沖
縄
県
が
譲
り
受
け
、「
県
立
糖
業
試

験
場
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
糖
業
改
良
事
務
局
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
沖

縄
製
糖
株
式
会
社
が
操
業
を
始
め
ま
し
た
が
、

一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
の
台
湾
進
出
で
社
名

を
「
沖
台
拓
殖
製
糖
株
式
会
社
」
へ
と
改
称
し
、

そ
れ
ま
で
一
〇
〇
㌧
だ
っ
た
西
原
工
場
に
加

え
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
新
た
に
二
五

〇
㌧
の
工
場
を
同
敷
地
内
に
建
設
し
ま
し
た
。

し
か
し
、同
年
、台
湾
か
ら
進
出
し
て
き
た
「
台

南
製
糖
株
式
会
社
」
に
吸
収
合
併
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
六
月
、
西
原
村
字

我
謝
に
あ
っ
た
沖
縄
県
立
糖
業
試
験
場
は
、
農

業
生
産
の
多
様
化
へ
の
対
応
の
た
め
に
県
立
農

事
試
験
場
と
合
併
し
、「
沖
縄
県
立
農
事
試
験

場 

西
原
試
験
地
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
名

残
で
現
在
も
我
謝
に
あ
る
バ
ス
停
の
名
は
「
試

験
場
跡
地
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
台
南
製
糖
株
式
会
社
は
経
営
難
が
続

い
た
た
め
台
湾
か
ら
撤
退
し
、
一
九
三
二
（
昭

和
七
）
年
二
月
に
社
名
を
「
沖
縄
製
糖
株
式
会

社
」（
前
記
の
会
社
名
と
同
名
だ
が
別
会
社
）

に
改
称
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
沖
縄
戦
で
工
場

や
試
験
場
は
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
そ
こ

に
は
小
那
覇
飛
行
場
建
設
で
土
地
接
収
さ
れ
た

人
々
（
崎
原
・
仲
伊
保
・
伊
保
之
浜
）
な
ど
が

移
り
住
み
ま
し
た
。

『
西
原
町
史
』
発
刊
に
向
け
て
⑪
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西原町役場内パソコン室からのお知らせ
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月 火 水 木 金 土

塗りつぶし の部分はお休みです

オープン時間：午前９時～12時　午後１時～４時30分

※機器のメンテナンス等により日程は変更されることがあります。

午前

春分の日

午後

☆利用時間・・・平日　午前９時～午後４時30分

　　　　　　 （正午から午後１時を除きます）

☆利用できる方・西原町民の方、西原町へ通勤・通学している方

　　　　　　 （小学４年生以下は保護者同伴でお願いします）

☆場所・・・・・地域情報センター（第３庁舎１階）

お問い合わせは 電算係（TEL 945-5029　FAX 835-8166）まで！
地域情報センターでは、パソコン室を開放しております。どうぞ、お気軽にご利用ください。

第三庁舎
第五庁舎

本庁舎第
二
庁
舎

第
四
庁
舎

パソコン
ルーム

入口

正面
入口

パソコン室オープンカレンダー（3月）

インターネット閲覧・エクセル・ワード等が利用できます。

パソコン室で申込後、即利用できます。

明
治
時
代
の
糖
業
改
良
事
務
局

大
正
時
代
の
製
糖
工
場

昭
和
時
代
の
製
糖
工
場

1930（昭和５）年頃の台南製糖（株）西原工場全景

『日本糖業発達史（生産編）』より転載

1930（昭和５）年頃の沖縄製糖（株）西原工場

『沖縄県人物風景写真大観』より転載

1944（昭和19）年10月10日　米軍が撮影した沖縄製糖（株）と沖縄県立農事試験場

中央下側の道は我謝馬場、現在の国道329号線にあたり、左側は与那原・右側は中城方面
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今
月
、『
西
原
町
史
』
付
属
刊
行
物
「
資
料
に

み
る
西
原 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
」
が
発
刊
さ
れ
ま

す
。写
真
や
資
料
を
使
い
西
原
の
歴
史
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
次
号
で
）

と
う

ぎ
ょ
う
か
い
り
ょ
う
じ
　
む 

き
ょ
く

お
き 

た
い
た
く
し
ょ
く

た
い

な
ん

か
ん 

し
ゃ

ぶ
ん 

み
つ 

と
う

沖縄県立農事試験場
西原試験地

沖縄県立農事試験場
西原試験地

クムイクムイ

我謝馬場我謝馬場

沖縄製糖株式会社
西原工場

沖縄製糖株式会社
西原工場
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